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(哺乳・類特 ニ海〓 胎兒 ニ於 ケル檢索)

岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主任敷波教授)

醫 學 士 安 井 彌 八

[昭 和16年1月31日 受稿]

第1章 緒 言

抑 々脾臓 ノ發生 ニ關 シテ之 ヲ内胚葉性器官 ナ リ

トナ シ,背 膵原 基 ヨ リ發 生 ス ル トナ セルArnold'

Bischoff, Gotte, Peremeschko, Schenk等 ノ

古 キ誤 説 在 リシ ガ,1887年Toldt竝ニ1891年

Bonnetハ 人 胎兒ニ 於 テ検 索 シ,之 ガ發 生ニ 關 シ

テ ハ後 腸 間 膜特ニ 之 ヲ覆 ヘル 腹腔 上 皮 ノ關 與 セ ル

ヲ認 メシ ヨ リコ レガ研 究ハ 初 メテ軌 道ニ 乗 リ,其

ノ後Choronschtzky (1900,羊),Tonkoff (1900,

人,鳥 類),Kollmann (1900 Maurwulf, Makka-

ken),敷 波(1919,鳥 類)等 諸 家ニヨリ コ レガ發

生 ハ 中胚 葉 性ニ シ テ特ニ 腹 腔 上皮 ガ コ レガ生 成 ニ

關 與 スル モ ノナ ル コ トヲ究 明 セ ラ レ今 曰一般ニ 信

ゼ ラル ル所 トナ レ リ.然 リ ト雖 モ之 ガ發 生部 位,

發生 過程 竝ニ 其 ノ形態ニ 關 シ テ ハ尚 ホ多 少 ノ疑 點

ナ シト セズ,此 處ニ 於 テ 余 ハ敷 波 教授 指 導 ノ下 ニ

之 ガ研 究ニ 志 シ,多 々興 味 アル 成績 ヲ得 タル ヲ以

テ報 告 セ ン トス ル モ ノ ナ リ.

第2章 研 究 材 料竝ニ檢 索 方 法

本 研究ニ 使 用 セ シ胎兒 ハ 殆 ド余 ノ採 取 セ シ所 ニ

シ テ,コ レ ヲZenker氏 液 又ハFolmor-alkohol

ヲ以 テ固 定 シ,10μ ノParaffin切 片 ヲ作製 シ,

染 色ハBorax-CarminノStuckfarbung又ハ

Haematoxylin-Eosin重 複 染 色 ヲ施 行 シ テ 檢鏡

シ,更 ニ必 要 ナ ル部 分ハEdinger氏 ノZeichena-

pparatニ テ50倍,100倍ニ擴 大 記 載 シ,Born-

Peter氏 法ニ依 リ複成蝋板模型 ヲ作製 シ顯微鏡的

檢索 ト對比觀 察 セ リ.

第3章 海〓各胎兒ニ於ケル脾臓原基

ノ觀察

第1階 梯 胎兒No.40,頂臀徑5.0mm

本胎兒ニ 於 テハ上下肢共ニ皺襞状 ノ膨隆 トシテ

其 ノ體 側ニ突出 シ,肺 基礎 ハ前腸 ノ小ナル膨出物

トシテ其 ノ初現 ヲ示 シ,胃 原基ハ 正中線ヨ リ左方

ニ偏 位シテ紡錘 形ニ膨大 セルモ未 ダ横 位 ヲ採 ルニ

至 ラズ.腸 管未ダ著明 ナル迂曲 ヲ示サズ.心 臓 ハ

大 ナ ル嚢状 ヲ呈 シ テ胎兒 ノ腹 側ニ 膨 出 ス.膵 臓 原

基 ハ未 ダ其 ノ初 兆 ダ ニ認 ムル能 ハ ズ.腹 腔 上 皮 ハ

一般ニ 扁平 又ハ 圓形 核 ヲ有 スル細 胞 ヨ リ成 リ
,後

腸 間膜ハ 幅 廣 キ皺襞 トシテ現 ハ レ凸 面 ヲ左 背ニ 向

ケ タル 彎 曲 ヲ呈 シ其 ノ間 質 中 ニハ多 數 ノ血 管ヲ見

ル,胃 竝ニ 十 二指 腸 ノ後 胃間膜 ノ左 側竝ニ 背 側壁

ヲ被 ヘル腑 側 腹腔 上皮 ハ4-5核 列 ニ シテ,右 側 竝

ニ腹側壁ヲ 被ヘル上皮 ハ3-4核 列 ヲ有 ス.然 レド

モ之等 上皮ハ核 分裂竝ニ 肥厚等 ヲ示 サズ,且 間質

組 織 中 ニモ何 等 著變 ヲ認 ム ル能ハ ズ(Fig. 1A).

即 チ未 ダ脾 原基 ノ初 兆 ヲ認 メズ.
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Fig. 1A.

胎 兒 No.40ノ 脾 臓 原 基 部 位斷 面

ok. 10, ob. 20, kl. 25cm (Zeiss)

第2階 梯 胎 兒No.44,頂 臀徑5.8mm

腹腔 内面 ハ扁 平 又 ハ 方 形 細 胞 ヲ以 テ被ハ レ,腑

側 腹腔 上 皮 ハ 一般ニ 方 形 細 胞 ヨ リ成 リ,特ニ 後 腸

間 膜ハ1-2ノ 核 列 ヲ有 シ漸 次 後 胃間膜ニ 至 ル ニ

從 ヒ3-4ノ 核 列 ヲ示 ス.胃 原基 ノ略 ボ 中央 ノ高 サ

ニ於 テ腹 腔 後 壁 正 中部 ヨ リ左方ニ 延 ビテ横 位 ヲ取

レル後 胃間 膜 ノ背 側部ニ 於 ケル 腹 腔 上皮 ハ 可成 リ

廣 範圍ニ 互 リテ肥 厚増 殖 ヲ示 シ,後 胃 間膜 ノ間 葉

組織 中ニ 侵 入 シテ細 胞 配 列 不 規 則 ナ ル細 胞 集 團 ヲ

構 成 ス.コ ノ部僅ニ 腹 腔 中ニ 膨 隆 セ ル ガ 如 キ觀 ヲ

呈 ス(Fig. 2A).コ レ脾 臓 ノ初 現 ナ リ トス.斯 ク

ノ如 ク脾 原 基 タル細 胞 塊ハ 頭 尾 ノ方 向ニ 約30μ ニ

互 リテ認 メラ レ,其 ノ部 ノ腹 腔 上 皮 ハ 核 分裂 ヲ示

シ間 葉 組 織 トノ境界稍 々不 明瞭 ナ リ.背 膵 原基 ハ

Fig. 2A.

胎兒 No.44ノ 脾 臓 原 基 部 位 斷 面

ok. 10, ob. 20, kl. 25cm (Zeiss)
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脾原基 タル細 胞集 團ノ尾端ヨ リ約110μ 尾方 ノ高

サニ於 テ十 二指腸 間膜 中ニ發 生 シ.膵 臓原基 トノ

間ニハ 何等組織學 的ニ關係 ヲ認 ムル ヲ得 ズ.

第3階 梯 胎兒No.43,頂 臀徑6.7mm

後 胃間膜 ノ背 腹 兩 側壁 ヲ被 ヘ ル 腑 側腹 腔 上皮 ハ

一般ニ1-2ノ 核 列 ヲ有 スル モ,胃 ノ略 ボ 中 央 ノ高

Fig. 3A.

胎兒 No.43ノ 脾 臓 原 基 部 位 斷 面

ok. 10, ob, 20, kl. 25cm (Zeiss)

Fig. 3B.

胎兒 No.43ノ 脾 臓 原基 模型(100/1)左 背 面觀
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サ ニ於 ケル後 胃 間膜 ノ背 側壁 ヲ被 ヘル 腹 腔上 皮 ハ

肥 厚 シ テ核 分裂 ヲ示 シ,間 質組 織 中ニ 侵 入 シテ夫

レ ト ノ 境界 不 明確 ナ ル細 胞 集 團 ヲ構 成 スル ト共

ニ,腹 腔 中ニ 向 ツ テハ 輕 度 ノ膨 隆 ヲ示 シテ背 方 ニ

膨 出 ナ シKollmannノ 所 謂Milzhugelヲ 構 成 ス

(Ffg. 3A),コ レ脾 原 基 ノ頭端 ナ リ.カ ク頭 端 ヨ

リ尾方ニ 向 ヒ約90μ ノ 間 ハ 腹 腔 上 皮竝ニ 間葉 組

織 ノ塊 界 不明 瞭 ナ ル モ 次 第ニ 其 ノ境 界 明 確 ト ナ

リ,其 ノ細 胞集 團 ハ間 葉 組織 中 ヲ尾 方ニ 進 ミ背 腹

ニ壓 平 サ レタル扁 平 ナル 細 胞集 塊 トシ テ次 第ニ 其

ノ大 キ サ ヲ増大 シ,約140μ 尾 方ニ テ急 速ニ 其 ノ

大 キ サ ヲ減 ジテ消 失 ス.コ ノ脾 原 基基 底 部 即 チ腹

側部ハ後 胃間膜 ノ間葉組織中 ノ小血管 ニヨリ僅 ニ

其 ノ境界ハ想像サルルモ判然 タラズ.背 膵原基ハ

脾原基 ノ尾端 ヨリ約120μ 尾腹 内方十 二指腸 間膜

中ニ其 ノ頭端 ヲ認 ムルモ前階梯 同様脾原基 トノ間

ニハ何等關係 ヲ見ル能 ハズ.Fig, 3B.ニ 就 テ見 ル

ニ脾原基ハ腹腔壁 正中部 ヨ リ左方ニ 延 ビテ横 位 ヲ

採 レル後 胃間膜 ノ背側面ニ於 テ凸面 ヲ左方ニ 向ケ

鈍 尖 端 ヲ頭 尾ニ 向 ケ タル 扁 平 ナ ル膨 隆 トシ テ背 方

ニ膨 出 ス.而 シ テ其 ノ長軸 ハ殆 ド體軸ニ 平 行 シ長

サ約2.4cm(實 測)ヲ 算 ス.

第4階 梯 胎兒No.3,頂臀 径7.0mm

略 ボ 胃 ノ中 央 部 ノ高 サ ニ於 ケル 後 胃間膜 ハ前 階

梯 同様 ノ所 見 ヲ呈 シテ脾 原 基 ヲ現 ハ ス.サ レ ド該

原基 ノ膨 隆益 々著 明 トナ リ其 ノ横斷 面 ハ 低 キ牛 圓

形 ヲ呈 シ テ 背方 腹 腔 中 ニ膨 出 シ,Kollmannノ

Milzhugelヲ 構 成 ス.コ ノ モ ノ頭 端 ヨ リ70μ 尾 方

ニ於 ケ ル横斷 面ハ 低 キ丘状 ヲ呈 シ テ腹 腔 中ニ 膨 出

シ コノ部 ヨ リ約280μ 尾方 ニ進 ミテ消 失 ス.脾 原

基 基 底 部 ハ前 階 梯 同様 其 ノ輪 廓 極 メテ明確 ナ ラズ

(Fig. 4A).模 型(Fig. 4B)ヲ 見 ル ニ脾 原 基 ハ 腹

腔後 壁 正 中部 ヨ リ左方ニ 伸 長 シ テ横 位 ヲ取 レル後

胃間膜 背 壁ニ於 テ略 ボ長 紡 錘 形 ノ稍 々扁 平 ナ ル膨

隆 トシテ現 ハル.其 ノ長 軸 ハ頭 内背 方 ヨ リ尾外 腹

方ニ 向 フ稍 々傾 斜 セ ル 位置 ヲ採 リ,其 ノ左 右徑 ハ

頭方 ニ小 ニ シ テ尾方ニ 大 ナ ル モ其 ノ膨 隆 ノ度 ハ 頭

方ニ 大ニ シ テ尾 方 ニ小 ナ リ.而 シテ コノ原 基 ノ長

Fig. 4A.

胎兒 No.3ノ 脾 臓 原 基 部 位斷 面

ok. 10, ob. 20, kl. 25cm (Zeiss)
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Fig. 4B.

胎兒 No.3ノ 脾 臓 原基 模型(100/1)左 背面 觀

徑4.2cm(實 測)ヲ 算 ス.

第5階 梯 胎兒No.4,頂臀徑8.0mm

Milzhugelハ 胃原基 中 央部 ヨ リ少 シ ク尾方 ノ高

Fig. 5A.

胎兒 No.4ノ 脾 臓 原 基 部 位斷 面

ok. 10, ob. 20, kl. 25cm (Zeiss)

サ ニ於 ケル後 胃間 膜 背壁ニ 其 ノ頭端 ヲ現 ハ シ,其

ノ横 斷 面牛 圓 形 ヲ呈 シテ背 方 ニ膨 出 シ左 側原 腎 ニ

相對 ス.本 胎兒 ニ於 テ著 明 ナ ルハ 腹腔 上 皮 細胞 ト

脾 原基 細 胞 集 團 トノ境

界 頭 端 ニ於 テモ 殆 ド區

別 サル ル ノ觀 ヲ呈 シ,

且,細 胞集 團 ノ細 胞 間

隙 中 ニハ數 多 ノ小血 管

ノ入 リ込 メ ル ヲ見 ル

(Fig. 5A).然 レ ドモ

脾 原 基 基 底部 ノ境 界 ハ

尚 ホ明 確 ヲ缺 ク.今 模

型(.Fig. 5B)ヲ 見 ル ニ,

脾 原基ハ 正 中面 ヨ リ左

方 胃 ノ背 側ニ於 テ後 胃

間 膜 背壁 ノ長橢 圓形 ノ

膨 隆 トシテ現 レ,其 ノ

頭 端 ハ 幅 狹 ク 圓味 ヲ帶

ビテ其 ノ膨 陵 ノ度 少 キ

モ,尾 方ニ 從 ヒ次 第 ニ

其 ノ高 サ ヲ増 ス ト共 ニ

46



脾臓原基 ノ形態學的發 生 ニ就 テ 1225

Fig. 5B.

胎兒 No.4ノ 脾 臓 原基 模型(50/1)左 背 面 觀

其 ノ幅 モ増 大 シ,胃 ノ

尾方 ニ於 テ其 ノ大 彎 ヲ

背 方 ヨ リ腹 方ニ 向 ツ テ

抱 ク ガ如 ク彎 曲 シ テ終

ル.其 ノ長 軸ハ 内背 頭

ヨ リ外 腹 尾 ニ僅ニ 傾 斜

シ,其 ノ尾方1/3ノ 部 ヲ

以 テ腹 尾 方ニ彎 曲 セ リ

全 長 約3.5.cm(實 測)

ヲ算 ス.

第6階 梯

胎兒No.6

頂臀 徑10.0mm

Milzhugelノ 頭端 ヨ

リ尾方 ニ向 ツテ 約40μ

ノ間 ハ其 ノ横 斷 面帶 圓

3角 形 ヲ呈 シ其 ノ尖 端

Fig. 6A.

胎兒 No.6ノ 脾 臓 原 基 部 位斷 面

ok. 10, ob. 20, kl 25cm (Zeiss)

ハ原 臀 ニ相 對 シ基 底 ハ腹 方 ニ向 フ.コ レ ヨ リ脾 原

基 ヲ尾 方 ニ辿 レバ 其 ノ膨 隆 ノ横斷 面半 圓 形 ヲ呈 シ

テ幅 廣 ク,且,稠 密 ナル細 胞集 團 中 ニハ 多數 小 血

管 ヲ發 見 シ,殊ニ 其 ノ尾方,1/3ノ高 サ ニ於 テ其 ノ基

底 部 ニ大 ナル 血 管 ノ貫 流 セ ル 有 リ(Fig. 6A).胃

尾端 ノ高 サ ニ於 テハ 脾 ノ内 腹方 十 二 指 腸 間 膜 ヲ以
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テ圍繞 サ レ タルKollmann

ノ 所 謂Pankreasfalteヲ 構

成 シ,其 ノ背 外 側端 ハ幾 分

狹 ヰ橋 ヲ成 シテMilzhugel

ニ相 連 レル モ,之 等兩 者 ノ

間 ニハ 明 カ ナル 間 質組 織 ノ

介 在 有 リ.且,又Milzhugel

左 外 側端 ノ後 胃間 膜 モ 亦 幅

幾 分 狹 ク橋 ヲナ シ テ胃ニ 移

行 セ リ.模 型(Fig. 6B)ニ

就 テ見 ル ニ其 ノ頭 部 ハ 幅狭

ク膨 隆 シ,尾 方 ニ向 フ ニ從

ヒ次 第ニ 其 ノ幅 ヲ増 大 シ テ

牛 圓 形 ヲ呈 シ テ前 階 梯 ヨ リ

モ 強 ク腹 腔 中 ニ膨 出 シ,尾

端 ヨ リ約2/5頭 方 ノ高 サ ニ

於 テ 胃 ノ大 彎 ノ外 尾方 ヲ コ

レ ニ浩 ヒテ腹 尾方 ニ彎 曲 セル 長 舌状 ヲ呈 セ リ,脾

臓 長軸 ハ背 内頭 方 ヨ リ腹 外 尾方ニ 向 ツ テ前 階 梯 ヨ

Fig. 6B.

胎兒 No.6ノ 脾 臓 原基 模 型(50/1)左 背 面觀

リモ幾 分其 ノ傾 斜 ヲ増 シ,全 長約5cm(實 測)ヲ

算 ス.

Fig. 7A.

胎兒 No.9ノ 脾臓 原 基 部 位斷 面

ok. 10, ob. 20, kl. 25cm (Zeiss)
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第7階 梯 胎兒No.9,頂 臀 徑13.0mm

腑 側 腹腔 上 皮 ハ 殆 ド扁 平 上 皮 ヨ リ成 リ,脾 臓 ノ

背 側 面 ニ於 テ ノ ミ其 ノ腹 腔 上 皮 ハ 方 形 ノ單層 上 皮

ヨ リナ ル.脾 臓 ハ 殆 ド胃 ノ 尾端 ノ高 サ ニ於 テ其 ノ

頭 端 ヲ現 シ,胃 ノ背 側 ニ於 テ後 胃間 膜背 面 ニ テ横

斷 面 半 圓形 ヲ呈 シ テ背方ニ 向 ッ テ膨 隆 ス.而 シ テ

茲ニ 著 明 ナ ル所 見 ハ 脾 原基 基 底 部 左 右 兩 側 ニ於 テ

該 原 基 ハ後 胃間 膜 ヨ リ絞扼 セ ラ レン トスル現 象 ニ

シ テ既 ニ其 ノ頭 端 ハ 遊離 スル モ他 ノ大部 分 ハ後 胃

間膜 ヨ リ扼 離 スル コ トナ ク,其 ノ横斷 面 ヲ見 ル ニ

該 原基 ヲ本 トシ後 胃間膜 ノ一 部 ヲ基 トスル茸状 ヲ

呈 セ リ(Fig. 7A).又 尾端 ヨ リ1/3頭方 ノ高 サ ニ於

テPankreasfalteヨ リ可 成 リ大 ナル 血 管 ノ出 入 セ

ル ヲ見 ル コ レ脾 門 ノ基 礎 タ リ模 型(Fig. 7B)ニ 就

テ見 ル ニ脾 臓 ハ 從 前 ノ如 ク頭 方 幅 狹 ク尾方 ニ向 ッ

テ次 第ニ 幅 廣 キ長 舌状 ヲ呈 シ,其 ノ尾 端 ヨ リ1/3頭

方 ノ高 サ ヨ リ胃 ノ大彎 ノ外背 方ニ テ彎 曲 シ,前 階

梯 ヨ リモ其 ノ大 サ 大ニ シテ 且,又 高 ク腹腔 中ニ 膨

出 セ リ.其 ノ長 軸 ハ 頭 内 背方 ヨ リ尾 外 腹方ニ強 ク

傾 斜 シ殆 ド成體ニ 近 キ 長 舌状 ヲ呈 セ リ.全 長 約

5.5cm(實 測)ヲ 算 ス.

Fig. 7B.

胎兒 No.9ノ 脾臓 原基 模 型(50/1)左 背 面觀

第4章 總 括竝ニ 考 察

前章 ニ於 テ述 ベ タ ル海〓 胎兒 ヲ其 ノ個 々ニ就

テ檢索 セ シ結果 ヲ總括的 ニ考 察 セ ンニ,頂 臀徑

5.0mmノ 胎兒ニ 於テハ 未 ダ脾臓竝ニ 膵臓兩 原基

ハ其 ノ初兆ダ ニ見 ル ヲ得 ズ.頂 臀徑5.8mm胎 兒

ニ於 テ ハ後 胃間膜 ノ背側部 ニ於ケ ル 腹腔上皮ハ

1-2核 列 ヲ示 スモ 胃原 基 ノ略 ボ 中央 ノ高 サ ニ於

テハ,コ ノ腹 腔 上 皮 ハ 左右 可 成 リノ範圍 ニ於 テ,

30μ ノ頭 尾 ノ間 ニ後 胃間膜 ノ間葉 組 織 中 ニ浸 入 シ

テ,細 胞 配 列 不 規 則 ナル 細 胞集 團 ヲ構成 ス.コ ノ

部 ニ於 ケル 腹 腔 上 皮 ハ 核 分 裂 ヲ表 シ間葉 組 織 トノ

境 界 明瞭 ヲ缺 ク.膵 原 基 ハ コ ノ細 胞集團 ノ尾端 ヨ
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リ110μ尾 方 十 二 指 腸 間膜 中 ニ現 レ兩 者 ノ間 ニハ間

葉 組 織 在 リテ何 等發 生學 的 ニ關 連 ナ キハ 多數 學 者

ト其 ノ説 ヲ同 ジク スル所 ナ リ.即 チ本 階 梯 ニ於 テ

ハ 組 織 學 的ニ 脾 原 基 ノ初 兆 ヲ見 ル.頂 臀 徑6.7mm

ニ至 レ バ 前 階 梯 ト同 部 位 ニ於 ケ ル 腹 腔 上皮ハ 肥

厚,核 分 裂 ヲ示 シ,其 ノ端 頭 ヨ リ90μ ノ間 ハ腹 腔

上 皮竝ニ 間 葉 組 織 トノ境 界 不明 ニ シ テ,コ レ ヨ リ

尾端 迄 ハ 約140μ ノ間 脾 原基 ハ其 ノ腹 腔 上皮 トハ

境 界 明確 ナ リ.然 レ ドモ其 ノ墓 底 部ハ 脾 原基竝 ニ

間葉 組 織 トノ境 界 明 カナ ラズ.本 胎 兒ニ 於 テ初 メ

テ脾 原 基 ハ明 カ ニ腹 腔 中ニ 膨 隆 シKollmannノ

所 謂Milzhugelヲ 構 成 シ形 態 的 ニ其 ノ初現 ヲ示

セ リ.頂 臀 徑7.0mmニ 於 テモMilzhugelハ 其 ノ

頭 端 ヨ リ70μ ノ間ハ 之 ヲ被 ヘ ル 腹 腔 上皮 トノ境

界 不 明瞭 ニ シテ コノ部 尚 ホ核分 裂 ヲ見 ル.之 ヨ リ

尾 方 ハ 其 ノ細 胞 集 團 ハ腹 腔 上 皮 ト關係 ナ ク且.其

ノ 容 積 ヲ増 シツ ツ約350μ 尾方 ニ伸 展 シ テ消 失 ス.

Milzhugel基 底 部 ト間 葉 組 織トノ 境界ハ 甚 ダ不 明

確 ナ リ.而 シテ コ レガ形態 ハ正 中面 ヨ リ左方 胃 ノ

背 側 ニ於 テ 頭方 幅 狹 ク尖鋭 ニ シテ,尾 方 丘状 ニ シ

テ幅 廣 キ 長紡 錘 形 ヲ呈 シ テ前階 梯 ヨ リモ其 ノ大 サ

ヲ増 シ テ腹 腔 中ニ 膨 出 シ全 長約4.2cm(10μ100×)

ヲ算 ス.脾 原基 ノ長 軸 ハ 頭 内 背 ヨ リ尾外 腹ニ 僅 ニ

傾 斜 ス.依 之 觀 是,脾 臓 原基 ハ後 胃間 膜 背 側 ニ於

ケ ル 腹腔 上皮 ガ肥 厚増 殖 シテ核 分 裂 ヲナ シ,間 葉

組 織 中 ニ侵 入 シテMilzhugelタ ル細 胞 集 團 ヲ構

成 ス.コ ノ集 團 ノ尾 端 ハ 腹腔 上皮 トノ境 界 明 カ ニ

又 間葉 組 織 トハ不 明 確ニ 尾 方 ニ延 長 セル ヲ以 テ脾

臓 ハ 中 胚葉 性 ニ シテ主 トシ テ腹 腔 上 皮 ヨ リ發 生 ス

ル トナ ス.Kollmann, Tonkoff, Bonnet, Toldt,

敷 波,富 岡 等 諸 學 者 ノ説ニ 賛 意 ヲ表 スル モ ノ ナ リ.

又Tonkoffガ 人胎 兒ニ 於 テ脾臓 ノ發 生 ハ ア タカ モ

ミユ ー ル レ氏 管 ガ腹 腔上 皮 ノ陷沒ニヨ リテ構 成 サ

レ,獨 立 的 ニ尾方ニ 延 長 スル如 シ ト云 ヘ ル モ,余

ノ動 物 ニ ヨ レバ 脾 臓 原 基 基 底 部 ガ間 葉 組 織ニ 接 ス

ル 部 分 ハ 其 ノ境界 甚 ダ不 明確 ニ シテMilzhugel中

ヘ 多 々間 質細 胞 ノ移 行 セ ル ヲ知 ル.コ レ1891年

Janosikガ 爬蟲 類 ノ脾 臓發 生學 的 業 績 ニ於 テ一 部

ハ 後 腸 間 膜 ノ中 胚葉 ヨ リ一 部 ハ腹 腔 上皮 ヨ リ發生

ス ト稍 セ ル ニ 亦賛 セザ ル ヲ得 ズ.即 チ余 ノ胎兒 ニ

於 テモ 亦 後 胃 間膜 ノ間 質 細 胞 ノ一 部 ハ脾臓 構成 ニ

關 與 セ ル モ ノナ ル ヲ知 ル.前 述 ノ各 胎 兒 脾臓 原基

ノ發 生所 見 ヲ見 ル ニ前 述 ノ如 ク全 ク中 胚葉 性 ニ シ

テArnold, Bischoff, Gotte等 ノ説 ノ如 ク脾 臓 ヲ

背 膵 ヨ リ發生 スル モ ノ ナ リ ト爲 ス内胚 葉發 生 説 ニ

ハ 余 モ亦 賛 スル コ ト能 ハ ズ.頂 臀 徑8.0mmニ 於

テハ 脾臓 原基 ノ細 胞 中 ニハ數 多 ノ小 血 管 ヲ認 メ,

外 形 ハ 前 階梯 ノ ソ レノ如 ク ナ ル モ其 ヲ大 キ サ ヲ増

シ テ腹 腔 中ニ 強 ク膨 出 シ,尾 端 ヨ リ約1/3頭 方 ノ高

サ ヨ リ胃 ノ大彎 ノ外 尾 ヲ抱 クガ如 ク腹 尾方ニ 彎 曲

シテ全 長 約3.5cm(10μ50×)ヲ 算 ス.頂 臀 徑

10mmノ 胎兒ニ 至 レバMilzhugelノ 頭端 ニ於 ケ

ル腹 腔 上 皮 ハ 既ニ 脾 原 基 ト明 カニ區 別 スル ヲ得.

尾端 ヨ リ約2/5頭 方 ノ高 サ ノ邊 リ ヨ リ胃 大彎 ノ尾

外 方 ヲ腹 尾 方ニ 向 ツ テ 彎 曲 シ斷 面 頭 端 ハ 圓味 ヲ

帶 ビ タル3角 形 ニ シテ幅 狹 ク,尾 方 ニ向 フ ニ從 ヒ

次 第ニ 其 ノ大 キサ ヲ増 シ,長 軸 ノ傾 斜 ハ 内 頭背 方

ヨ リ尾腹 外 方ニ 向 ツテ前 階 梯 ヨ リモ強 ク傾 キ,長

舌状 ヲ呈 シ テ 腹腔 中ニ 膨 出 シ全 長 約5cm(10μ

50×)ヲ 算 ス.頂 臀 徑13mmノ 胎 兒ニ 於 テ ハ

Milzhugelノ 背 側壁 ヲ覆ヘ ル上 皮ハ 方 形 核 ヲ有 シ

テ1核 列 ヲ示 ス.本 胎 兒ニ 至 リ脾臓 頭端 部 ハ既 ニ

後 胃 間膜 ヨ リ絞扼 セ ラ レテ腹 腔 中 ニ遊 離 スル モ其

ノ他 ノ大 部 分ハ 絞扼 現 象 ヲ現 スモ未 ダ遊 離 スル ニ

至 ラズ シテMilzhugelノ 右 側 ハPankreasfalte

(Kollmann)ト 幅 狹 キ後 胃 間膜 ノ雛 襞 状 ノ橋 ヲ以

テ相 連 リ,左 側 ハ 胃 トコ レ亦 幅狹 キ後 胃 間膜 ノ雛

襞 ヲ以 テ相 連 ル,尾 端 ヨ リ約1/3頭 方 ノ高 サ ニ於 テ

Pankreasfalte中 ヨ リMilzhugel中ニ 大 ナ ル血 管

ノ出 入 セ ル ヲ見 ル コ レ脾 門 タ リ.其 ノ外 形 ヲ見 ル

ニ前 階 梯 ヨ リモ其 ノ大 キ サハ増 シ且其 ノ長 軸 ノ傾

斜 モ 強 ク,殆 ド胃 ノ大 彎ニ 平 行 セ ル 如 キ位 置 ヲ取

リ,正 中 面 ヨ リ左 方 胃 ノ背 側 方 ニ於 テ長 舌 状 ヲ呈

シ テ腹 腔 中ニ 膨 出 セ リ.全 長 約5.5cm(10μ50×)
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ヲ算 セ リ.

第5章 結 論

海〓 胎兒ニ於 ケル前章 ノ總括竝ニ 考察ニ ヨリ次

ノ結論 ヲ得 タ リ.

1) 脾臓ハ 背膵 ヨリ發生 スルコ トナシ.

2) 脾臓 ハ腹腔 上皮 ヨ リ發生 シ後 胃間膜 ノ細胞

ノ一部文之ニ 關與 セル中胚葉性器官 タリ.

3) 脾臓ハ頂臀徑5.8mm胎 兒ニ於 テ後 胃間膜

ノ背側壁ニ於 ケル腹腔 上皮 ノ肥厚 トシテ其ノ初兆

ヲ示 ス.

4) 脾 臓 ノ形態 ハ初 メ扁平 ナ ル長 紡錘 形 ノ膨 出

トシテ初 現 ヲ示 ス モ發 育 ノ進 ム ニ ツ レ頭方 幅 狹

ク,尾 方ニ 從 ヒ次 第ニ 其 ノ輻 ヲ増 シ,尾 端 ヨリ1/3

頭 方 ノ高 サ ニ 於 テ 腹 尾方ニ 彎 曲 セ ル 長 舌 状 ヲ呈

シ,其 ノ膨 隆 ノ度ハ 頭方ニ 大 ニシ テ尾方ニ 小 ナ リ.

斯 クテ益 々發 育 スレバ脾 原 基ハ 後 胃 間膜 ヨ リ絞 扼

セ ラ レテ遂ニ 之 ヨ リ扼離 ス.

5) 脾臓 長 軸 ハ發 生ノ 初期ハ 殆 ド體 軸ト平 行 セ

ルモ發育 ニツレ次第 ニ頭 内背 ヨリ尾外腹方ニ 其 ノ

傾斜 ヲ増加 ス.

稿 ヲ終 ルニ臨 ミ御 指導竝ニ 御校 閲 ノ勞 ヲ賜

ハ リシ恩 師敷波教授ニ 深謝 シ,併 セテ金津助

教授ノ 御助言 ヲ感謝 ス.
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Aus der Zusammenfassung und der Besprechung der vorigen Mitteilung uber die Em-

bryonen der Meersch weinchen kam der Verf. zu folgendem Schluss;

1) Die Milz entwickelt sich nicht aus dem dorsalen Pankreas.

2) Die Milz entsteht aus dem Cohlmepithel und stellt einen Teil der Zellen des

Mesenterium dorsale oder ein mit diesen Zellen in Beziehung stehendes mesodermatisches

Organ dar.

3) Die erste Spur der Milz ist bei einem Embryo von 5,8mm Scheitelsteisslange als

eine Verdickung des Bauchhohlenepithels an der dorsolateralen Wand des Mesenterium

dorsale erkennbar.

4) Die Mila ist im Anfangsstadium als eine Auspuchtung von flacher langlicher Spin-

derform angedeutet. Im Verlauf der Entwicklung nimmt sie an Breite kranial ad, aber

kaudal zu. Vom kaudalen Ende aus gesehen nach dem ersten Drittel der Hohe zwischen

dem kaudalen und kranialen Ende krummt sie sich dorso-ventral zur Form einer gewolbten

langlichen Zunge. Der Grad der Wolbung ist krapial grosser als kaudal. Im weiteren

Verlauf der Entwicklung wird die Milzanlage vom Mesenterium dorsale eingeschnurt, um

schliesslich davon ganz losgetrennt zu werden.

4) Die Langsachse der Milz verlauft im Anfang der Entstehung fsat parallel zur

Korperachse. Im Verlauft der Entwicklung wird ihre Neigung von dorso-kranial-medial

zu ventro-kaudal lateral hin allmahlich starker. (Autoreferat)
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